
 

真宗の教化 
－如来の御仏事を担う－ 

 

 高山地区教化研究所（以下教研）の前所

長、四衢亮氏が以前、「ここが教学研究所で

なく、教化
・・

研究所として設置された意義を

考えてください」と言われたことが今も強

く印象に残っている。あらためて教研の規

則を確認すると、第１条の（目的）では次

のように明記されている。 
 

高山地区教化研究所は、時代社会の要

請に応えて、真宗の実践教学の研究を

目的とする。 
 

教研が目的とする真宗教学の研究は、単

なる思想文献の解明ではなく、「時代社会の

要請に応え」る「実践」を伴ったもの、す

なわち教化と不離であることがここに押さ

えられている。 

この教化ということについて親鸞の姿勢

をたずねるとき、次の述懐が思い起こされ

る。 
 

如来の教法を、十方衆生にとききかし

むるときは、ただ如来の御代官をもう

しつるばかりなり。さらに親鸞めずら

しき法をもひろめず、如来の教法をわ

れも信じ、ひとにもおしえきかしむる

ばかりなり。 

（『御文』第一帖一通・『聖典』760頁） 
 

ここに、真宗の仏道における教化の主体は

どこまでも如来であることが確かめられる。

すなわち、僧俗の区別なく教法を聞信する

ことが肝要であり、僧侶の教化者意識を厳

しく戒められるのである。 

しかし一方で、「如来の御代官」という表

現には、単なる卑謙の意ではなく、無上の

仏道に出遇いえたという親鸞の確信と、そ

れゆえに自ら「如来の御仏事を担う」者と

して仏道を歩む、という如来の本願への応

答責任が感じとられる。この述懐を読むと

き、はたして私はこのように確信し、応答

責任を自覚して「教化」に携わっているだ

ろうか、と問わずにはおれない。 
 

 現在教研に所属する人たちには、日々そ

れぞれの教化の場がある。その多くは月参

りや年忌などの法要や葬儀など、いわば与

えられた場である。また定例法座など自発

的に設ける場も、そこに集う人がいるから

こそ成り立つ場である。このように勤行や

法話をする場が確保され、ともに念仏し法

話を聞く人がいる中、私たちはどれだけそ

の眼前の機会の意味をたずね、大切にして

いるだろうか。 

念仏申し、正信偈を勤め、法話をし、と

もに語らう。平生の法務で何気なくしてい

る、その一つひとつがまさしく如来の教化

であり、それぞれの法器を通して如来の御

仏事を担っていることを、私たちはよくよ

く心得るべきである。 

 このことを根底に、今年度の高山地区教化

研究所では、以下の取り組みを行っていく。 

1. 『正信偈同朋唱和集』をテキストに、具

体的な場を想定した法話実習と合評、

座談 

2. 法話実習を承けての「正信偈」講義、座談 

3. 日々携わる法務において惹起する諸課

題の発表、座談 （以上定例） 

4. 『女性史に学ぶ学習資料集』（東本願寺

出版）をテキストとした、外部講師によ

る講義 

 

高山地区教化研究所 

所長 三木朋哉  
   

   
 
       ★センター・別院からのお知らせ★ ※各行事は、コロナ感染症の状況により中止や変更になる場合があります。        

 

  第８回企画会議・センター総会・組長懇談会（報告）    
    

【第８回企画会議（６月１日開催）】 各組との連動強化を！ 

新年度センター総会に向けて、２０２０年度事業報告、２０２

１年度事業計画及びセンター予算のとりまとめを行う。 

その中で、センター委員の任期（３年）を一期として捉え、３

年間で事業展開を考えていく形をとっていくことも確認された。

これにより新年度については、「第１期ご坊センター体制２年目」

と位置づけ事業展開がはかられることとなる。 

新年度事業計画の指針及び概要について、センター理念として

掲げられた三本柱を中心に取り組んでいくが、特に「帰敬式」「同

朋唱和」について、その具体的な実施計画を第１期ご坊センター

体制中に確立することが示された。 

また、センター三本柱の推進にあたっては、各組との連動をも

って取り組むことの重要性が確認された。 

【御坊センター総会（６月２３日開催）】 第１期御坊センター体制 

センター総会において、事業報告及びセンター会計報告、新年

度事業計画及び予算案が提示され承認された。 

なお、会議冒頭において、三島センター長から、「第１期ご坊

センター体制」の設定、帰敬式及び同朋唱和の実施計画の策定推

進についての表明があった。 

【御坊センター組長懇談会（６月２５日開催）】 

  各組との連動をはかるため、今回は特に組門徒会研修について

懇談会を持った。必要に応じてセンター組長懇談会の開催を確認。 

     飛騨学場・ご坊夏の暁天講座（８月１日～５日）            
 

【飛騨学場】 午前９時～ 会場：御坊会館 

本講 １〜3 日 藤場俊基氏  「仏教と人間③ ー末法灯明記ー」 

次講 4〜5 日 草野顕之氏  「飛騨と蓮如上人」 
 

【暁天講座】 午前６時半～ 会場：別院本堂 

1 日 藤場俊基氏 「念仏の声が聞こえる関係 ー真宗門徒の原風景ー」 

2 日 輪   番 「死と再生」 

3 日 中村隆夫氏 「めでた雑考」 

4 日 草野顕之氏  「親鸞聖人の伝承」  ※５日の開催はありません。 
 
 

        ごぼう夏のつどい （青少幼年部会）         
 

 飛騨御坊からの挑戦状！ 

７月２６日（月）午前・午後の二部制 

昨年は開催できませんでしたが、今年

は定員を少なくして「ごぼう夏のつどい」

を開催いたします。 

また、年齢ごとに第一部・第二部に分

け、コロナ対応、年齢にあった内容によ

り開催します。 
 

※詳細は『ひだご坊』（７月１日発行）を参照ください。 

※コロナ等の状況により中止する場合は、参加者に 

直接連絡いたします。 
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        帰敬式実践運動推進 連載「帰敬式受式―法名を考える」⑩ 育成部会                           
  

＜死と再生＞ 
 

【『勧衆偈』は『帰三宝偈』とも言う】 

出棺勤行は誰が勤めるのか、それは亡くなった

人が勤める。亡くなった本人に代わって住職がお

勤めするのが出棺勤行。従って、葬式とは何かとい

えば、亡くなった者がお参りされた方に「帰依三

宝」を勧めるということ。亡き人が「帰依三宝」を

宣言する場所が葬式である。俺はこんなふうに死

んでいくと。ついては、集まった家族や有縁の者

よ、ともに阿弥陀様に帰依しようではないか。とも

に念仏の教えを聞こうではないか。念仏を勧めあ

ってともにたすかっていこうではないか、と。 

従って、「お父さん亡くなって、帰敬式を受けて

法名もらう」という人がおられる。ちゃんと本能

的にそれが伝わっている。大事な身内の死は、こ

の私に「帰依三宝」を勧めておるんだと、仏法の

ことを何も知らなくても、ちゃんと本能として本

願がはたらいている。 

 

■「いのちの願い」と「死と再生」 

「葬儀は帰敬式である」というのは何において

言いうるのか。そこには〝いのちの願い〟がある

ということで押さえていきたい。 

いのちの深いところでは、いつも〝いのちの願

い〟を問い続けている。そして何かの節目に、い

のちの願いを形（具体的には「式」「集い」「祝い」）

で表現している。その節目の形に〝いのちの願い

〟を伝えている。願い伝える内容を総合的に一言

で表現すれば「死と再生」である。「死と再生」の

「死」ということは、別に言えば「別れ・去る・

出る・止める・捨てる」などの言葉にあたる。 

ここで、身近に私たちが経験してきた節目の式

を振り返ってみる。 

【出産祝い】私たちは母の「胎内」を出て、この

世界に生まれてきた。１０カ月経て胎内を捨てて、

新しい明るいこの世を願って生まれてきた。いわ

ば「死と再生」だ。なぜ一番安全な胎内を出たい

と願ったのか。それは両親の願いを受けて、両親

の愛に応えて、胎内を出る力にしたからでしょう。

生まれる前から、赤ちゃんの名前まで考え用意し

て待っているその願いに応え、受けとめてもらえ

ることを期待し願って生まれてきた。 

【卒業式・入学式】年長の園児は、早く小学生に

なりたくてウキウキしている。小学生から中学生

になる時は、しっかり新しい世界を意識している。

早く上級の学校へ入学したいと願っている。だか

ら卒業できるよう、そして入学できるよう一生懸

命頑張る。頑張って「死と再生」を願っている。 

【成人式】保護されていた状態から独立し、社会

人として責任を負う。大人になるのも、いわば「死

と再生」。未成年状態から出て、成人として認めら

れる大人への宣言。自治体まで祝っている。 

【結婚式】独身の生活を終え、よき伴侶と共に新

しい生活をするという宣言の式。これもいわば

「死と再生」。新しい人生の出発を願ういのちと、

それを祝福する縁者友人のいのちの願いが、結婚

式という形をとっている。 

【新築祝い】昔から住んでいた家を解体し新築す

るのも、いわば「死と再生」。ずっと住み慣れた家

で名残惜しくとも、新しい生活を願うために旧家

屋を捨て新たな家を建てる。 

 

■生死甚だ厭い難く、仏法また欣い難し 

私たちは、いろいろな「式・集い・祝い」を通

して門出を体験し、その都度〝いのちの願い〟を

学習し、「死と再生」に出遇ってきた。そしてその

最後が「葬式」となる。この葬式が「死と再生」

となっているのか。喪主が「生前中はお世話にな

りました」と挨拶する。生前中とは、故人が浄土

に往き生まれる前の、この世ではお世話になりま

したの意味。見事な「死と再生」。故人も喪主もこ

こをはっきりしていないと、人生のいろいろの節

目から何も学んでいないことになる。次の言葉が

思い出される。 
  

老いは他人事という 若さのおごり 

 病気は他人事という 健康のおごり 

 死は他人事という  いのちのおごり 
 

考えさせられる言葉だ。 「おごり」と言われるが、

これは私たちの「日常」が、 “人と生まれた者で

あれば誰一人としてもれなく「生老病死」を生き

ている”のだということを見ず、さらに “自分自

身が「生老病死」する者であるという当事者意識

さえも見失っている状態”であることを言い当て

ているように聞こえる。まさに「生死甚だ厭い難

く、仏法また欣い難し」である。 
           

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          飛騨御坊真宗教化センター・高山別院 2021 年７月行事予定             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 会 場 

1 木    

2 金  教務支所事務休止  

3 土 13:00 別  三日のご坊 法話:畑 亮徳氏（願徳寺住職）  本堂 

4 日    

5 月 
13:30 

7:00 

セ 教化委員会総会 

別  半日華 

研修室 

 

6 火 13:30 帰敬式実行委員会 研修室 

7 水    

8 木 13:00 別  院議会 御坊会館 

9 金    

10 土    

11 日 13:00 別  大谷婦人会定例 法話：輪番（中止）  

12 月    

13 火 7:00 別  前住上人ご命日 本堂 

14 水 
14:00 

15:00 

教 教区財務委員会 

教 参事会・常任委員会 

研修室 

研修室 

15 木 7:00 別 半日華  

 
16 金    

17 土    

18 日    

19 月    

  

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 会 場 

20 火 13:30 教 教区会  

21 水 

14:00 

15:30 頃 

14:00 

教 教区門徒会 

教 高山地区組門徒会長会 

組 高山一組真宗の会公開講座（講師：廣瀨  惺氏） 

 

22 木    

23 金    

24  9:00 別 おみがき 本堂 

25 日 7:00 別  半日華  

26 月 
10:00 

 

セ ごぼう夏の集い 

教 教区坊守会委員会 

高山別院 

郡上 安養寺 

27 火 
13:00 

13:30 

別  親鸞聖人お逮夜 

組 二組門徒会総会・研修会  

本堂 

研修室 

28 水 13:00 別  親鸞聖人御命日 法話:江馬 雅臣氏（賢誓寺副住職） 本堂 

29 木 
14:00 

19:00 

教 正副組長会・組門徒会長会（リモート） 

教 教化研究所  

研修室 

研修室 

30 金    

31 土    

８月 ※１５日ころまでの掲載とし、定例行事は省きます。 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 

1 日 ９:00 学場（藤場）暁天講座(6:30） 4 水 ９:00 学場（草野）暁天講座(6:30） 

2 月 ９:00 学場（藤場）暁天講座(6:30） 5 木 ９:00 学場（草野）暁天講座(無し） 

3 火 ９:00 学場（藤場）暁天講座(6:30）     

  

                   新  刊  書                    

『女
ひと

と男
ひと

のナムアミダブツ』価格：８００円 
 

『ひだご坊』紙の「家族で語ろう」で、藤場芳子さん（金沢

教区・常讃寺副住職）に連載（2013 年 12 月～2018 年 9 月）

いただいた文章をまとめ、冊子として発行しました。 

本書から感じた「問い」や「課題」を、大切な「ひと」と共

有し、語り合ってみてください。 
 
※酒井義一さんの連載、『私を照らすひかりの言葉』も販売しております。 

お寺の同朋会や学習会のテキストとしてご活用いただければ幸いです。 

 

 
 
虫にがて そんな男が いてもいい 
葬式で 女の坊さん 珍しい？ 
らしさという イメージに しばられて 
跡継ぎは まず長男と思わされ 
見えないね 歴史の中の 女たち 

 

 

 

 

 

 

 
  

     一口法話 webひだご坊で配信中！            
 

 ７月１日から３１日のお話 https://hidagobo.jp/  
 三島 多聞氏（高山別院輪番） 

 白尾 公信氏（高山二組 了心寺住職） 

 窪田  純氏（高山二組 圓徳寺住職） 

 岩佐  幾代氏（吉城組 淨永寺坊守） 
 

※印刷したものの郵送をご希望の方は、教務支所までご一報ください。 
 

『高山市民時報』ミニ法話『響』連載中 
 

https://hidagobo.jp/

